
　
　

独
身
の
方
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す

る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

◆
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
？

●

出
会
い
イ
ベ
ン
ト
で
の
独
身
者
の

交
流
促
進
、お
よ
び
進
行
フ
ォ
ロ
ー

●

マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
で
の
独
身

者
の
お
引
合
せ（
婚
姻
歴
の
あ
る

方
の
み
）

●

交
際
成
立
と
な
っ
た
独
身
者
の

フ
ォ
ロ
ー

■
講
座
内
容　
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ポ
ー

タ
ー
に
つ
い
て
、
個
人
情
報
保
護
、

シ
ス
テ
ム
操
作

■
対
象　

県
内
在
住
、
20
歳
以
上

で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
も
し
く
は
パ
ソ

コ
ン
操
作
が
で
き
る
方

■
参
加
費　

無
料

■
日
程
・
場
所

●

１
月
23
日（
金
）
安
芸
会
場

●

１
月
24
日（
土
）
高
知
会
場

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

こ
う
ち
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　　

☎
0
8
8
ー
8
2
1
ー
8
0
8
0

■
申
し
込
み
Ｑ
Ｒ

　　

香
南
市
情
報
公
開
条
例
の
改
正

（
案
）へ
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
意
見
募
集
期
間

12
月
15
日（
月
）〜
１
月
16
日（
金
）

■
改
正
（
案
）の
閲
覧
場
所　

総
務

課
、各
支
所
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
ご
意
見
の
提
出
方
法

総
務
課
、各
支
所
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
に
あ
る
意
見
募
集
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、持
参
・

郵
送
・
F
A
X
・
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。電
子
申

請
サ
ー
ビ
ス
か
ら
の
提
出
も
可
。

■
問
い
合
わ
せ

〒
781
ー
5
2
9
2

　　

野
市
町
西
野
二
七
〇
六

　　

香
南
市
役
所　
３
階　

総
務
課

　　

☎
57
ー
8
5
0
0

　　　　

56
ー
0
5
7
6

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｑ
Ｒ

■
メ
ー
ル

so
u
m
u
@
city
.ko
chi-

ko
n
an
.lg
.jp

　
　

高
知
県
司
法
書
士
会
で
は
、２

月
を
「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す

か
月
間
」と
し
て
、２
月
中
は
県
内

各
会
員
事
務
所
で
相
続
登
記
に

関
す
る
無
料
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。ま
た
、
月
間
に
先
立
ち
、

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
　

昨
年
度
か
ら
義
務
化
さ
れ
た

相
続
登
記
の
申
請
に
関
す
る
こ
と

を
は
じ
め
、
遺
言
や
遺
産
分
割
協

議
な
ど
、
相
続
登
記
手
続
き
全
般

に
つ
い
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
相
談
日
時

　　
１
月
31
日（
土
）10
時
〜
13
時

■
相
談
場
所

　　

日
章
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー

　　
（
南
国
市
田
村
乙
二
二
〇
七
）

■
問
い
合
わ
せ

　　

高
知
県
司
法
書
士
会

　　

☎
0
8
8
ー
8
2
5
ー
3
1
4
3

　　

ご
家
庭
の
教
育
費
の
負
担
を
軽

減
し
、お
子
さ
ま
の
進
学
・
在
学
を

応
援
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い

る「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」。

　
　

制
度
創
設
以
来
40
年
以
上
の

歴
史
を
持
つ
、
高
校
や
大
学
等
に

入
学
・
在
学
す
る
お
子
さ
ま
を
お

持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と
し
た
、

公
的
な
融
資
制
度
で
す
。
今
後
１

年
間
に
必
要
な
費
用
が
融
資
の
対

　
　

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と

き
、病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た

と
き
、家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ

た
と
き
に
、働
い
て
い
る
世
代
み
ん

な
で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作

ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

　　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
は
加

入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

お
り
、
20
歳
に
な
る
と
日
本
年
金

機
構
か
ら
国
民
年
金
加
入
の
お
知

ら
せ
が
届
き
ま
す
。

※
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
を

除
く

★
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

▼
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

　　

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
方
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納

め
る
制
度
で
す
。

　
　

国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
し
て

い
る
制
度
で
あ
り
、年
金
の
給
付
は

生
涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

▼
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん

　
　

国
民
年
金
は
年
を
と
っ
た
と
き

の
老
齢
年
金
の
ほ
か
、
障
害
年
金

や
遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。
障
害

年
金
は
、
病
気
や
事
故
で
障
害
が

残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
ま
す
。

　
　

ま
た
遺
族
年
金
は
、
加
入
者
が

死
亡
し
た
場
合
、そ
の
加
入
者
に

よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
遺

族（「
子
の
あ
る
配
偶
者
」や「
子
」）

が
受
け
取
れ
ま
す
。

★「
学
生
納
付
特
例
制
度
」と

　　　　　　　　　　　
「
納
付
猶
予
制
度
」

▼
学
生
納
付
特
例
制
度

　
　

学
生
の
方
で
、
本
人
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
、
世
帯
の
所

得
に
か
か
わ
ら
ず
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
　

対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教

育
法
に
規
定
す
る
大
学
、大
学
院
、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種

学
校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
あ
る

課
程
）、一
部
の
海
外
大
学
の
日
本

分
校
に
在
学
す
る
方
で
す
。ま
た
、

夜
間
・
定
時
制
や
通
信
制
課
程
の

方
も
含
ま
れ
ま
す
。

▼
納
付
猶
予
制
度　

学
生
で
な
い

50
歳
未
満
の
方
で
、本
人
お
よ
び

配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
　

国
民
年
金
の
ご
相
談
・
手
続
き

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　　

南
国
年
金
事
務
所

　　

☎
0
8
8
ー
8
6
4
ー
1
1
1
1

　　

市
役
所
市
民
保
険
課

■
日
本
年
金
機
構

　　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｑ
Ｒ

象
と
な
り
、授
業
料
の
ほ
か
、自
宅

外
通
学
す
る
場
合
の
住
居
費
用
な

ど
に
も
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

●

固
定
金
利
、
最
長
20
年
の
長
期

返
済

●

金
利
の
低
減
や
保
証
料
の
低
減

な
ど
の
、ご
家
庭
の
状
況
に
応
じ
た

優
遇
制
度

●

教
育
資
金
融
資
保
証
基
金
に
よ

る
保
証

■
融
資
額　

お
子
さ
ま
一
人
に
つ
き

　　　　　　　　　

350
万
円
以
内

※
奨
学
金
と
の
併
用
が
可
能
で
す

■
利
率

　　

年
３
・
１
５
％（
固
定
金
利
）

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
年
２
・
７
５
％

（
令
和
７
年
12
月
１
日
現
在
）

■
返
済
期
間

20
年
以
内

■
融
資
資
金
の
使
い
み
ち

　
　

入
学
金
、授
業
料
、教
科
書
代
、

塾
代
、
自
宅
外
通
学
に
必
要
な
住

居
費
用
な
ど

■
返
済
方
法

　　

毎
月
元
利
均
等
返
済

（
ボ
ー
ナ
ス
月
増
額
返
済
も
可
能
）

■
問
い
合
わ
せ

　　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　　

☎
0
5
7
0
ー
0
0
8
6
5
6

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　　

☎
0
3
ー
5
3
2
1
ー
8
6
5
6

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｑ
Ｒ

場所香我美市民館 調理室

日時 1月2424日（土）9:3030～1212:0000

田舎田舎こんにゃくこんにゃく作り教室教室

●対象／市内在住・在勤の方　　　 ●参加費／７００円
●講師／別役自由さん、別役博子さん
●定員／１２人程度 ※希望者多数の場合は抽選

●持ち物／エプロン・三角巾・手拭タオル・マスク・こん
にゃくを持ち帰るビニール袋・味噌だれ用密封容器

●申し込み方法／電話またはＱＲから申し込み
●申し込み締め切り／１月１９日（月）
●申し込み・問い合わせ／香我美市民館☎５５ー２１４３

申し込み
ＱＲ▶

I N F O
R M A T I O

N

O R M
A T I O

N

日時

場所

　　　　　物部川フォーラム物部川フォーラム
　　　　　～山と物部川～～山と物部川～
２／５（木）〈開場〉１２:３０〈開演〉１３:００
南国市地域交流センター
ＭＩＡＲＥ！「みあーれ!」ホール
（南国市大そね甲2117）

山の姿が変われば、川の流れも変わります。今回のフォー

ラムでは、人と山について振り返り、川の未来について考え

ます。★ご来場の方に物部川オリジナルグッズをプレゼント！

■内容／基調講演「森林の公益的機能と山地崩壊 土佐人

が守ってきた山の役割」（講師／高知大学 准教授 赤池 慎吾

さん）、現地映像上映と解説、事例発表など

■問い合わせ／香美市役所定住推進課☎53ー1061

■問い合わせ／市教育委員会　生涯学習課☎50ー3022

　文化協会主催の文化祭を開催します。絵画や工芸、文芸

などの展示や、日ごろ練習してきた踊り、歌、演奏などを披

露します。ぜひご来場ください！

まちの文化祭まちの文化祭

～ ～

イベント名 場　所日　程 時　間

／
／

～ ～
／

マルシェこうなんマルシェこうなん

「マルシェこうなん」は、「香南市中

心市街地活性化計画」推進のため、

市内事業者の皆さんが中心となって

進めている取り組みの一つです。

　香南市の美味しい食べ物やお菓

子、オリジナル雑貨など、今回も香南

市のお店が大集合しますので、ぜひ遊び

に来てください♪参加店舗等、詳細は

ホームページをご覧ください。

■問い合わせ／市役所商工観光課☎50ー3013

ホームページＱＲ▼

中

、

南

遊び ホ ム ジＱＲ

参加
無料

第 ３回

N
年 金

Nat iona l
P en s ion

年 金

〜
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
〜

２０
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

C
相 談

counsel ing

相 談

相
続
登
記
無
料
相
談
会

E
教 育

education

教 育

国
の
教
育
ロ
ー
ン

「
ゆ
う
な
ぎ
」
の
観
え
る
か
な
？
を
読
み
ま
し
た
。
カ
ナ
ダ
に
は
行
っ
た
事
が
あ
る
の
で
、
元
気
な
う
ち
に
北
欧
で
見
れ
た
ら
と
思
っ
て
読
み
ま
し
た
。

広

報

へ

の

ご

意

見

市
長
が
力
を
入
れ
て
る
こ
の
取
り
組
み
の
お
米
を
一
度
食
べ
て
み
た
い
と
思
い
応
募
し
ま
し
た
。

広

報

へ

の

ご

意

見

　
　
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
に
な
り
ま
せ
ん
か

１／３１（土）１０:００～１６:００（予定）
高知蔦屋書店テラス
（高知市南御座6-10）

日時

場所

香
南
市
情
報
公
開
条
例
の

改
正
（
案
）へ
の
ご
意
見
募
集

FAX

13２０２６.１ 12 ２０２６.１


